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ずテ形を用いる。［4.1-4.3 節，4.4.1 節］ 













命令），「シテ」（テ形命令）の 3 形式がある（牧野 2008a）。本稿で取り上げる栗東市方言
も同様の 3 系列の命令形を持つ。 
（1）a 早く起キロ。［命令形命令］ 
 b 早く起キ。［連用形命令］ 
 c 早く起キテ。［テ形命令］ 
 静岡県湖西市方言でも同様に命令形命令，テ形命令を持つが，連用形命令は持たない。
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ただし，「（リ）ン」という命令形を持つ。 
（2）a 遅れないように早く行キン。 






 a ［福岡市方言］ちゃんと掃除シロ。 


























 b 早く起キテ。［テ形］ 
                                                        
1） 筆者の生年，出生地は以下の通り。森…1985 年生（27 歳），静岡県湖西市出身。平塚…1983
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活用 動詞 命令形命令 テ形命令 連用形命令
五段動詞 行く イケ イッテ イキ（ー）
見る ミロ ミテ ミー
起きる オキロ オキテ オキ（ー）
寝る ネロ ネテ ネー
食べる タベロ タベテ タベ（ー）
サ変動詞 する シロ シテ シー








の 3 系列を持つ。表 2 に活用を示す。 
（5）a 早く起キロ。［命令形命令］ 
 b 早く起キテ。［テ形命令］ 
 c 早く起キリー。［連用形命令］ 
 
表2 福岡市方言の行為指示形式 
活用 動詞 命令形命令 テ形命令 連用形命令
五段動詞 行く イケ イッテ イキ（ー）
見る ミロ／ミレ ミテ ミリ（ー）
起きる オキロ／オキレ オキテ オキリ（ー）
寝る ネロ／ネレ ネテ ネリ（ー）
食べる タベロ／タベレ タベテ タベリ（ー）
サ変動詞 する シロ／セレ／セロ シテ シー










（6）学校に行キヨル。    （行くところだ） 
となり，連用形命令「行キ」と同じ形式が表れる。一方，上・下一段動詞の場合には，（7），








6） ただし表 2 に示したように，連用形命令の場合，「イキー」のように母音が長呼されるこ
ともある（これらに意味的な違いは感じられない）。スルと来ルのときは必ず長呼される。 
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（8）のような連用形とは形が異なり，必ずいわゆる五段化した形で現れる（*は文法的に
不適格であることを示す。以下同じ）。 



















 b 早く起キテ。［テ形］ 
 c 早く起キン。［リン形］ 
 
表3 湖西市方言の行為指示形式 
活用 動詞 命令形命令 テ形命令 リン形命令 ン形命令
五段動詞 行く イケ イッテ *イキリン イキン
見る ミロ ミテ ミリン ミン
起きる オキロ オキテ オキリン オキン
寝る ネロ ネテ ネリン ネン
食べる タベロ タベテ タベリン タベン
サ変動詞 する シロ シテ シリン シン








                                                        
7） 見ルの連用形命令については，補助動詞として使われたときのみミ（ー）という形が現れ
ることもある。本動詞として使われたときには必ずミリ（ー）という形になる。 
(ⅰ)  a これ，おいしいから食べて｛ミ（ー）／見リ（ー）｝。 【補助動詞】 





(ⅱ)  a ［子どもがピーマンを食べない］体にいいからちゃんと食べナ。 
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（11）a Answer the phone.  
  b Could you possibly answer the phone?      （Leech 1983:108） 
































森 勇太・平塚 雄亮・中村 光 











 ただし，2 節で挙げた行為指示形式は筆者 3 人ともに丁寧語（デス，マス）を用いて話
すようなソトの上位者や疎遠な人物には用いることができないとの内省がある。このこと
から本稿では表 4 の人物を聞き手として想定した12）。 
 
表4 上下・親疎関係から想定した聞き手 
下位へ 上位へ 下位へ 同等 下位へ 同等



















































































































































 本節では，表 4 で挙げた聞き手に対して，表 5 の例文・文脈（13）-（17）においてそれ
ぞれの行為指示形式を用いることができるかどうかを記述する。結論を先に述べると栗東
市方言と湖西市方言の運用が類似している。本節ではまず，4.1 節で栗東市方言，4.2 節で
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表6 各形式の使用範囲（栗東市方言） 
下位へ 上位へ 下位へ 同等 下位へ 同等
S＞H S＜H S＞H S＝H S＞H S＝H
テ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
連用 × × × × × ×
命令 × × × × × ×
テ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
連用 × × × × × ×
命令 × × × × × ×
テ × × × × × ×
連用 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
命令 × × × × × ×
テ × × × × × ×
連用 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
命令 × × × × × ×
テ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
連用 ◯ × ◯ × × ×


































































  b ［聞き手：弟，家を掃除しているが，聞き手が怠けている］ちゃんと掃除｛シ
テ／シー／#シロ｝。 
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表7 各形式の使用範囲（湖西市方言） 
下位へ 上位へ 下位へ 同等 下位へ 同等
S＞H S＜H S＞H S＝H S＞H S＝H
テ ○ ○ ○ ○ × ×
リン × × × × × ×
命令 × × × × × ×
テ ○ ○ ○ ○ ○ ○
リン × × × × × ×
命令 × × × × × ×
テ × × × × × ×
リン ○ ○ ○ ○ ○ ○
命令 × × × × × ×
テ × × × × × ×
リン ○ ○ ○ ○ ○ ○
命令 × × × × × ×
テ × ○ × ○ ○ ○
リン ○ ○ ○ ○ × ×
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表8 各形式の使用範囲（福岡市方言） 
下位へ 上位へ 下位へ 同等 下位へ 同等
S＞H S＜H S＞H S＝H S＞H S＝H
テ ○ ○ ○ ○ ○ ○
連用 × × × × × ×
命令 × × × × × ×
テ ○ ○ ○ ○ ○ ○
連用 × × × × × ×
命令 × × × × × ×
テ × × × × × ×
連用 ○ ○ ○ ○ ○ ○
命令 × × × × × ×
テ × × × × × ×
連用 ○ ○ ○ ○ ○ ○
命令 ○ × ○ ○ × ×
テ ○ ○ ○ ○ ○ ○
連用 ○ ○ ○ ○ ○ ○



















































(ⅲ)  a ［機械の使い方／料理の作り方／勉強が］わからないから｛教エテクレン／
教エテヤラン｝？ 
  b ［聞き手：同じ研究室の後輩］ついでにパンを買って｛キテクレン／キテヤ
ラン｝？ 
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｛#食べテ／食ベリ（ー）／#食ベロ｝。 


































4.4. 3 地点の対照 
4.4.1. 基本的な使い分け 
 テ形と連用形・リン形は，どの地点も基本的な用法が共通していると考えられる。つま
森 勇太・平塚 雄亮・中村 光 

























































［4.1-4.3 節，4.4.3 節］ 
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